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海を越え、台湾に飛んだ「愛南ゴールド」！
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（提供写真）

7 月
21 日 国道 56 号一本松・宇和島間整備促進協議会要望活動
22日 ㈱浅野歯車工作所企業訪問（大阪狭山市）
23日 愛南町物産フェア（大阪市）
24日 県国民健康保険団体連合会通常総会（松山市）
25日 宇和島市合併 10 周年記念式典（宇和島市）
26日 B&Gスポーツ大会愛媛県大会 マリンスポーツ部門、川淵三郎記念講演会（宇和島市）
27日 僧都ウィンドシステム発電所起工式、第 1回愛南町（篠山小中学校組合）総合教育会議
28日 県後期高齢者医療広域連合議会第 2回臨時会（松山市）
30日 道路要望（東京都）
31日 県市町総合事務組合会計監査（松山市）、県砂防協会知事要望（松山市）  など
　
8月
 2 日 四国西南地区少年剣道大会、愛南グリーン・ツーリズムフェスタ 2015、城辺夏まつり
 3 日 愛媛銀行記念講演会（宇和島市）
 4 日 宇和島地区広域事務組合 汚泥再生処理センター落成式（宇和島市）、中学生海外研修結団式
 5 日 御荘病院夏まつり
 6 日 えひめ南予博覧会実行委員会（大洲市）
10日 愛媛地方税滞納整理機構議会定例会（松山市）、県市町総合事務組合議会定例会（松山市）、
   　  県・市町連携推進本部第 2回会議（先進事例研究会）（松山市）、第 1回えひめトップミーティング（松山市）
12日 篠山観光開発協議会総会
13日 愛媛マンダリンパイレーツ公式戦
15日 県戦没者追悼式（松山市）  など

愛は南から

町長の行動

　上田俊
と し き

希くん (緑乙、宇和島東高校2年生 )が、コロンビアのカリ

で開催された陸上世界ユース選手権大会 (7月 15日～ 18日 )の男子

1万メートル競歩に日本代表として出場し、43分 34秒 83の好記録

で5位入賞という快挙を達成しました。

　長距離から競歩に転

向した上田くんの競技

歴は 1年余りですが、

県高校総体南予地区予

選をはじめ、県総体、

四国総体での男子5000メートル競歩の大会記録を

次々と塗り替えた伸び盛りのホープです。

　「今夏のインターハイでは慢心があったのか結果を

残すことができなかった。国際大会に出場させても

らったことで自分自身との戦いに勝つことの難しさ

を改めて感じたので、今後に活かしたい」と話す上

田くんが掲げる高校での競技生活の目標は、「来年の

インターハイと国体での優勝」だそうです。

　国際大会出場という貴重な経験を得て一回り大き

く成長した上田くん。大きな夢の実現に向け、その

歩みを止めることはありません。
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 町内のトピックス、お知らせします。TOWNコミュ

　南レク城辺球場で、四国アイランドリーグplusの公式戦「愛媛マンダリンパイレーツVS香川オリー

ブガイナーズ」が行われ、約200人が球場で声援を送りました。試合前のセレモニーでは、南宇和軟

式野球スポーツ少年団や平城ソフトボールクラブなどの子どもたちがセレモニーキッズを務めました。

(8/13)

　一本松中学校音楽部恒例の「夕暮れコンサート」

が、同校野外ステージで行われました。8回目の開

催となる今年のコンサートでは10曲余りが披露さ

れ、中学生らしい清々しい音色が来場者を楽しま

せました。(8/8)

　日本舞踊「若紫乃の会 (前田アイ子会主、写真右 )」

主催による福祉チャリティー「若紫乃の会発表会」

が、7月25日に御荘文化センターで開催されまし

た。21回目となった今年の発表会では53,602円の

募金が集まり、子どもたちの図書購入に使ってほ

しいと町教育委員会に寄贈されました。(8/12)

　夏場の電気事故を防止しようと、8月の「電気使

用安全月間」に合わせて南宇和電気工事組合 (西﨑

良
よ し ふ み

文理事長、12業者が加盟 )の組合員など7人が、

御荘地域の独居高齢者8世帯の漏電調査や電気配

線の点検を行いました。(8/5)

　鬼北町の児童福祉施設「近永愛児園」が主催す

る「第31回竹の子川柳大会」が同施設で行われ、

県内の川柳愛好家が多数参加しました。本町から

は、橋本百
も も よ

代さん(蓮乗寺)、本多イチヱさん(久良)、

稲田つるみさん (御荘長月 )が参加され、本多さん

の句が2位に入選しました。(7/12)
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　今年の中秋の名月は、9月 27日になるそうだ。旧暦で
は 8月 15日になる。旧暦は月の形を基準にしているた
め、15日 ( 十五夜 )は、だいたい満月になる。また、7
～9月が秋で、真ん中の8月15日を中秋ということから、
旧暦の 8月 15日の月を中秋の名月という。清んだ秋空
に輝く美しい月は、私たちの心を癒してくれる。
　クラゲは漢字で「海月」や「水月」と書く。その姿か
ら満月を想像したのであろうが、なかなか美しい名前で
ある。クラゲのゆったりとした動きに癒しを求める人も
多く、水族館でもちょっとしたブームになっている。ダ
イビング中もクラゲと一緒に波間を漂っていると、不思
議とリラックスした気分になる。私たちが月やクラゲに
魅了されるのは、遠い祖先が海に住んでいた頃の遥かな
る記憶のかけらなのかもしれない。

（撮影地 :横島）               愛南サンゴを守る会 西尾知
とも て る

照

本日! 海日和!!  　 「海月」vol58

10年の時を経て、
思い出の箱を開封
15

写真

4

　久良小学校で、平成17年度

同校に在籍した児童54人が作

り封印したタイムカプセルの

開封式が行われ、当時の在校

児童や教職員が参加しました。

　開封式では、17年度の行事

を振り返るスライドショーや

卒業生による近況報告などが

行われた後、10年間大切に保

管されていたタイムカプセル

が開封されました。参加した

卒業生は、当時の担任教諭が

見守る中、10年後の自分に宛

てた手紙や絵を受け取り、懐

かしそうに当時を振り返って

いました。

ミズクラゲ

写真

5

　御荘平山の御荘病院で「第29回夏まつり」が開催

され、浴衣姿の親子連れなど大勢の来場者で賑わいま

した。

　会場にはボランティアスタッフによる夜店が軒を連

ね、一律100円でカレーや冷やしうどんが販売された

り、金魚すくいや射的ゲームが楽しめたりしました。

また、特設ステージでは、タレントのらくさぶろうさ

んを進行役に、浴衣美人&甚平美男コンテストなど楽

しいイベントが盛りだくさんでした。

　最後は恒例の打ち上げ花火が上がり、来場者は楽し

い一日の終わりを惜しみながら、花火で彩られた夜空

を見上げていました。

写真

6
御荘病院夏まつりで

楽しい夏のひととき

8/

5

8/
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　地域住民が集い、楽しんで
地域コミュニティの維持を図
ろうと、柏地区の金峯神社付
近で「柏むし追い棚田まつり」
が開催されました。
　まつりでは、会場に設置さ
れた大型スクリーンで柏地区
の懐かしの映像を上映したほ
か、松明で稲に付く害虫を
駆除するとともに豊作を願う

“虫送り”を行うなど、ふる
さとの良さを感じさせる行事
となりました。

みんなで支え合う
楽しい地域づくり

7/

28

写真

2

1

2 4

　愛媛県の無形民俗文化財

に指定されている「能山踊

り」が、久良 (真浦地区 )の

弘
こ う せ い じ

誓寺古
こ ぼ く あ ん

木庵で奉納されまし

た。

　同地区に伝わる「能山踊り」

は、戦国末期に土佐の長宗我

部氏に敗れて久良に落ち延び

たといわれる御荘領主勧
か じ ゅ じ

修寺

左
さ ま の か み も と か た

馬頭基賢 (顕徳院殿能山祐

賢大居士 )を慰霊する民俗芸

能で、毎年8月 14日に踊ら

れます。

伝統の舞
～能山踊り～
14
8/

　地域の人たちと共に安全・
安心について考え、防犯・防
災意識を高めてもらおうと、
愛南警察署と町消防署の主催
により、蓮乗寺の町消防本部
で「地域安全フェスティバル」
が開催されました。  
　パトカーや白バイ、消防車
両が展示された会場では、子
ども免許証の発行、レスキュー
隊の綱渡り体験、指紋検出体
験などが行われ、来場した親
子連れなどが警察官や消防士
の仕事に触れました。

家族で考えよう
地域の安全

7/

25

写真

1
写真

3

3

6

5
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海
を
越
え
、
台
湾
に
飛
ん
だ
「
愛
南
ゴ
ー
ル
ド
」!

　
台
湾
台
中
市
の
高
級
ス
ー
パ
ー
「
裕ゆ

う

毛も

屋や

」
で
「
愛
媛
県
フ
ェ
ア
」（
7

月
10
日
〜
12
日
）
が
開
催
さ
れ
、
本
町
の
特
産
品
の
一
つ
愛
南
ゴ
ー
ル
ド
を

は
じ
め
と
し
た
県
産
品
の
販
売
促
進
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
事
業
は
愛
媛

県
の
主
催
事
業
と
し
て
、
本
町
の
ほ
か
、
み
そ
、
乾
し
し
た
け
、
冷
凍
ミ
カ

ン
な
ど
を
販
売
す
る
県
内
企
業
4
社
が
合
同
で
参
加
し
、「
愛
媛
県
物
産
展
」

と
し
て
実
施
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
県
物
産
展
に
は
、
清
水
雅ま

さ

ふ

み文
町
長
を
は
じ
め
、
本
町
の
青
年
農
業
者
や
関

係
職
員
も
参
加
し
、
台
湾
で
の
愛
南
ゴ
ー
ル
ド
の
販
路
拡
大
を
図
ろ
う
と
、

精
力
的
に
P
R
を
行
っ
て
き
ま
し
た
の
で
、
そ
の
様
子
を
ご
報
告
し
ま
す
。
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愛
南
ゴ
ー
ル
ド
の

　
試
飲
の
状
況
・
・
・

　
裕
毛
屋
で
行
っ
た
販
売
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
は
、
公
益
店
、
暁
陽
店
、
崇
徳

店
の
3
店
舗
で
、
そ
れ
ぞ
れ
2
名
か
ら

3
名
の
体
制
で
愛
南
ゴ
ー
ル
ド
の
生
搾

り
ジ
ュ
ー
ス
の
提
供
や
生
果
の
販
売
を

行
い
ま
し
た
。

　
期
間
中
は
、
愛
媛
県
の
加
藤
龍た

つ

ひ

こ彦
営

業
本
部
長
や
県
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
み
き
ゃ
ん
」
も
参
加
し
、

愛
南
ゴ
ー
ル
ド
な
ど
の
県
産
品
を
力
強

く
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
7
月
10
日
は
、 

清
水
町
長
が
、
裕
毛

屋
で
販
売
さ
れ
る
商
品
の
調
理
を
行
う

加
工
施
設
を
視
察
し
ま
し
た
。
同
施
設

で
は
、
主
に
惣
菜
等
の
製
造
や
自
社
商

品
の
開
発
が
行
わ
れ
、
日
本
人
ス
タ
ッ

フ
2
名
が
常
駐
し
、
調
理
等
の
実
技
を

指
導
し
て
い
る
そ
う
で
す
。
製
造
さ
れ

た
商
品
は
、
チ
ャ
イ
ナ
エ
ア
ラ
イ
ン
や

エ
バ
ー
航
空
の
フ
ァ
ー
ス
ト
ク
ラ
ス
が

利
用
す
る
ラ
ウ
ン
ジ
で
提
供
さ
れ
て
い

る
ほ
か
、
各
店
舗
の
惣
菜
コ
ー
ナ
ー
で

販
売
さ
れ
、
店
舗
全
体
の
約
3
割
に
相

当
す
る
売
り
上
げ
が
あ
る
と
の
こ
と
で

し
た
。
こ
の
取
組
も
、
商
品
の
販
売
ロ

ス
を
最
小
限
に
と
ど
め
る
た
め
に
行
っ

て
い
る
と
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　
こ
の
ほ
か
、
7
月
11
、
12
日
は
、
本

町
産
業
厚
生
常
任
委
員
会
（
坂
口
直な

お

き樹

委
員
長
ほ
か
8
名
）
が
裕
毛
屋
を
訪
れ
、

愛
南
ゴ
ー
ル
ド
の
販
売
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
を
は
じ
め
と
し
た
裕
毛
屋
の
取
組
に

つ
い
て
、
視
察
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

　
愛
南
ゴ
ー
ル
ド
の
生
搾
り
ジ
ュ
ー
ス

の
試
飲
で
は
、
台
湾
の
方
々
は
酸
が
苦

手
と
い
う
こ
と
で
、
愛
南
産
や
台
湾
産

の
ハ
チ
ミ
ツ
を
入
れ
て
の
試
飲
を
行
い

ま
し
た
が
、
そ
れ
で
も
「
酸
っ
ぱ
い
」

と
顔
を
し
か
め
る
方
も
い
ま
し
た
。
そ

の
反
面
、「
飲
み
や
す
く
て
美
味
し
い
」

と
言
っ
て
買
っ
て
い
た
だ
け
る
方
も
い

ま
し
た
。

　
全
体
的
な
印
象
と
し
て
は
、
継
続
し

て
P
R
を
実
施
す
る
こ
と
で
、
温
州
ミ

カ
ン
と
は
違
っ
た
「
味
」
の
柑
橘
と
し
て
、

受
け
入
れ
て
も
ら
え
る
の
で
は
な
い
か

と
感
じ
ま
し
た
。
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現
地
で
の

　
精
力
的
な
販
売
促
進

　
裕
毛
屋
の
各
店
舗
で
は
、
日
本
語
が

少
し
話
せ
る
程
度
の
従
業
員
の
皆
さ
ん

に
、
私
た
ち
と
一
緒
に
な
っ
て
愛
南
ゴ
ー

ル
ド
の
販
売
促
進
活
動
を
行
っ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
が
、
お
客
さ
ん
に
対
す
る

熱
心
な
説
明
な
ど
、
今
ま
で
に
見
た
こ

と
も
な
い
よ
う
な
真
摯
な
接
客
態
度
で
、

非
常
に
頭
の
下
が
る
思
い
で
し
た
。

　
販
売
価
格
は
、
1
個
約
7
6
0
円

と
高
額
で
し
た
が
、
2
個
セ
ッ
ト
（
約

1,
2
0
0
円
）
の
方
が
売
れ
行
き
が
良

か
っ
た
こ
と
か
ら
も
、
裕
毛
屋
で
は
富

裕
層
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
、
価
格
の
高
低

よ
り
も
「
安
全
、
安
心
、
健
康
、
自
然
」

を
営
業
方
針
に
掲
げ
、
丁
寧
な
説
明
責

任
を
果
た
す
と
い
う
販
売
活
動
が
展
開

さ
れ
て
い
る
と
感
じ
ま
し
た
。

　
裕
毛
屋
の
各
店
長
か
ら
も
、「
価
格
の

高
低
よ
り
も
健
康
志
向
が
強
く
、
無
添

加
で
安
全
な
品
物
を
求
め
て
い
る
消
費

者
に
、
こ
の
お
店
は
ほ
か
の
店
舗
に
は

な
い
付
加
価
値
が
あ
る
と
い
う
信
頼
感

を
得
て
い
る
。
従
業
員
も
、
丁
寧
に
そ

の
商
品
を
P
R
す
る
姿
勢
を
持
つ
よ
う

心
掛
け
て
い
る
」
と
説
明
を
受
け
ま
し

た
。

　
裕
毛
屋
は
、
想
像
し
て
い
た
と
お
り
、

付
加
価
値
創
造
型
の
高
級
ス
ー
パ
ー
で

し
た
が
、
従
業
員
教
育
も
徹
底
さ
れ
て

い
る
と
感
じ
ま
し
た
。

　
ま
さ
に
、
日
本
的
な
経
営
感
覚
や
組

織
の
規
律
を
重
ん
じ
る
素
地
が
台
湾
に

根
付
い
て
い
る
の
だ
と
思
い
ま
し
た
。

　
愛
南
ゴ
ー
ル
ド
の
品
種
名
は
「
河

内
晩
柑
」
で
す
。
文
旦
の
突
然
変

異
で
生
ま
れ
た
品
種
で
、
今
か
ら

80
年
ほ
ど
前
に
熊
本
県
の
河
内
地

方
で
発
見
さ
れ
ま
し
た
。
寒
さ
に

弱
く
寒
波
に
耐
え
ら
れ
な
い
品
種

で
す
が
、
愛
南
町
に
は
昭
和
46
年

頃
導
入
さ
れ
、
本
町
の
温
暖
な
気

候
に
う
ま
く
適
合
し
生
産
が
拡
大

さ
れ
ま
し
た
。  

　
出
荷
者
に
よ
っ
て
そ
の
呼
称
が

異
な
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
平
成

19
年
に
総
称
と
し
て
「
愛
南
ゴ
ー

ル
ド
」
と
名
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
苦
み
が
な
く
、
す
っ
き
り
爽
や

愛
南
ゴ
ー
ル
ド
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今
回
の
事
業
に
参
加
し
た
青
年
農
業

者
は
、「
愛
南
ゴ
ー
ル
ド
の
特
徴
に
つ
い

て
、
日
本
か
ら
持
参
し
た
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
を
見
て
参
考
に
し
た
り
、
私
た
ち
の

意
見
を
求
め
た
り
と
、
一
生
懸
命
に
商

品
説
明
を
す
る
裕
毛
屋
従
業
員
の
勤
勉

さ
に
、
驚
き
と
と
も
に
感
動
す
ら
覚
え

ま
し
た
」
と
、
販
売
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

を
振
り
返
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
今

後
の
生
産
活
動
に
関
し
て
も
、
農
薬
の

使
用
を
工
夫
す
る
な
ど
、
安
全
で
安
心

で
き
る
柑
橘
栽
培
に
努
め
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
い
う
、
生
産
者
と
し
て
の
心

構
え
に
つ
い
て
、
気
持
ち
を
新
た
に
す

る
研
修
と
な
り
ま
し
た
。

販
売
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を

通
し
て
・
・
・

か
な
の
ど
ご
し
が
好
評
で
、
全
国

か
ら
需
要
が
あ
る
愛
南
町
の
特
産

品
で
す
。
樹
齢
が
進
む
ほ
ど
味
が

良
い
と
さ
れ
て
お
り
、
収
穫
さ
れ

る
時
期
に
よ
っ
て
異
な
る
味
が
楽

し
め
る
の
も
特
徴
の
一
つ
で
す
。

　
近
年
で
は
3
月
か
ら
7
月
に
か

け
て
収
穫
さ
れ
、
3
月
頃
に
収
穫

さ
れ
た
も
の
は
み
ず
み
ず
し
く
て

適
度
な
酸
味
が
あ
り
、
木
に
成
ら

せ
た
ま
ま
夏
の
盛
り
に
収
穫
す
る

「
木
成
り
」
の
も
の
は
、
水
分
が
ほ

ど
よ
く
抜
け
て
深
み
の
あ
る
味
わ

い
に
な
り
ま
す
。

　
平
成
25
年
度
に
は
、
愛
媛
県
内
で

は
愛
南
ゴ
ー
ル
ド
が
約
8
,
7
0
0

ト
ン
生
産
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
う

ち
愛
南
町
産
が
約
6
,
2
0
0
ト
ン

と
、
県
内
生
産
量
の
70
%
を
超
え

る
産
地
と
な
っ
て
い
ま
す
。



p10広報あいなん

台
湾
と
日
本
に
つ
い
て
、
よ
も
や
ま
話
・
・

ー
農
業
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら
ー

　
台
湾
の
面
積
は
、
ほ
ぼ
九
州
と
同
じ
く
ら
い
、
人
口
は
約

2,
3
0
0
万
人
強
で
、
1
8
9
5
年
か
ら
1
9
4
5
年
ま
で
の
50
年

間
、日
本
が
台
湾
を
統
治
し
た
と
い
う
歴
史
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
間
、

初
代
台
湾
総
督
に
樺か

ば

や

ま山
資す

け

の

り紀
、
第
3
代
総
督
に
乃の

ぎ木
希ま

れ

す

け典
、
第
4
代

総
督
に
児こ

だ

ま玉
源げ

ん

た

ろ

う

太
郎
な
ど
、
計
19
名
が
台
湾
総
督
に
着
任
し
、
そ
の

間
、
道
路
・
鉄
道
・
水
道
・
港
湾
と
い
っ
た
イ
ン
フ
ラ
整
備
を
は
じ

め
、
衛
生
環
境
と
医
療
、
そ
し
て
、
学
校
建
設
と
い
っ
た
教
育
環
境

の
整
備
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
台
湾
南
部
を
穀
倉
地
帯
と
し
た

烏う

さ

ん

と

う

山
頭
ダ
ム
や
日に

ち

げ

つ

た

ん

月
潭
の
水
力
発
電
な
ど
も
、
日
本
統
治
時
代
に
造

ら
れ
て
い
ま
す
。

　
私
は
偶
然
に
も
、
今
回
の
販
促
事
業
の
実
施
前
、
作
家 

司
馬
遼

太
郎
の
『
街
道
を
ゆ
く
台
湾
紀
行
』
の
ガ
イ
ド
役
で
あ
り
、
日
本
の

旭
日
双
光
章
を
受
章
し
た
蔡さ

い

こ

ん

さ

ん

焜
燦
の
著
書
『
台
湾
人
と
日
本
精
神
』

を
読
み
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
台
湾
に
親
日
家
が
多
い
と
い
わ
れ
る

由
縁
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
日
本
統
治
時
代
の
道

徳
教
育
に
よ
っ
て
、
台
湾
で
も
、
日
本
人
と
同
じ
道
徳
観
や
倫
理
観

を
持
ち
、
勤
勉
で
、
正
直
で
、
約
束
を
守
る
こ
と
の
大
切
さ
、
日
本

式
の
「
滅
私
奉
公
」
の
精
神
が
学
ば
れ
て
い
る
こ
と
を
知
っ
た
か
ら

で
す
。

　
最
近
、
日
本
で
は
、
家
族
間
で
の
争
い
や
無
秩
序
な
殺
人
事
件
等
、

「
公
」
を
顧
み
な
い
「
私
利
私
欲
」
に
よ
る
犯
罪
が
多
発
し
て
い
ま

す
が
、
訪
台
を
通
じ
て
、
私
た
ち
日
本
人
が
本
来
持
っ
て
い
る
は
ず

の
道
徳
観
、
倫
理
観
を
見
つ
め
直
す
こ
と
に
つ
な
が
っ
た
よ
う
に
も

感
じ
ま
す
。
台
湾
に
興
味
を
持
た
れ
た
方
は
、
ぜ
ひ
、
ご
一
読
い
た

だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　
最
後
に
、
今
回
の
事
業
を
終
え
て
、
台
湾
で
の
ガ
イ
ド
役
な
ど
、

今
回
の
販
売
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
支
援
し
て
い
た
だ
い
た
愛
媛
県

の
職
員
各
位
や
裕
毛
屋
職
員
の
皆
様
に
、
心
か
ら
敬
意
と
感
謝
を
申

し
上
げ
、
愛
南
ゴ
ー
ル
ド
台
湾
輸
出
事
業
の
ご
報
告
と
し
ま
す
。

― 

清
水
雅
文
町
長
の
話 

―

　
今
回
の
販
売
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
は
、
ほ

ぼ
言
葉
も
通
じ
な
い
台
湾
の
裕
毛
屋
各
店

舗
で
、
9
時
か
ら
18
時
ま
で
の
長
時
間
を

少
な
い
人
数
で
対
応
し
た
た
め
、
体
力
的
、

精
神
的
に
も
き
つ
か
っ
た
3
日
間
で
し
た

が
、
裕
毛
屋
職
員
の
方
々
の
私
た
ち
に
対

す
る
気
遣
い
や
思
い
や
り
の
心
に
触
れ
、

言
葉
に
で
き
な
い
感
銘
を
受
け
た
こ
と
が

私
た
ち
の
頑
張
り
を
支
え
て
く
れ
た
よ
う

に
感
じ
ま
す
。
言
い
換
え
れ
ば
、
異
国
で

あ
る
台
湾
の
人
た
ち
に
対
す
る
同
胞
意
識

を
感
じ
た
か
ら
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
そ
の
ほ
か
、
裕
毛
屋
の
加
工
施
設
も
訪

問
し
ま
し
た
が
、
効
率
よ
り
も
手
間
を
か

け
て
調
理
さ
れ
て
い
る
様
子
に
裕
毛
屋
の

企
業
力
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
裕
毛
屋
で
は
、
宮
城
県
・
熊
本
県
・
高

知
県
等
、
全
国
の
市
町
村
が
、
積
極
的
な

輸
出
事
業
と
と
も
に
、
首
長
に
よ
る
P
R

活
動
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な

状
況
を
踏
ま
え
、
で
き
か
け
た
絆
を
活
か

す
た
め
に
も
、
今
後
、
継
続
し
た
P
R
活

動
を
実
施
す
る
中
で
、
裕
毛
屋
職
員
に
特

別
な
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
と
し
て
の
「
愛
南
町
」
を
認
知
し
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
れ
ば
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、
生
産
者
自
身
が
こ
の
よ
う
な
経
験
を
活
か
し
、「
よ
り
良
い
柑
橘
栽
培
に
取
り
組
も
う
」
と

い
う
生
産
意
欲
の
向
上
に
結
び
付
く
こ
と
を
願
う
と
と
も
に
、
産
地
と
し
て
一
層
の
連
帯
感
を
創
出
す
る

と
い
う
相
乗
効
果
に
期
待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

台
湾
で
の
販
促
活
動
を
終
え
て
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今月の笑顔パチリ
はまゆう乳幼児保育所 地域子育て支援センター

「どんぐりの会」では
●サークル活動
　月曜日
　火・木曜日
●園庭・保育室開放
　水・金曜日
●育児（電話）相談
　月～金曜日
　土曜日

12:00 ～ 17:00
8:00 ～ 13:00

8:00 ～ 17:00

8:00 ～ 17:00
8:00 ～ 12:00

問合せ

はまゆう乳幼児保育所内 TEL72-4328

問合せ

生涯学習課内 TEL73-1111

御荘子育て支援センター

「こあら」では
●サークル活動
　月・水・金曜日
●園庭等開放
　火・木曜日
●育児（電話）相談
　月～金曜日

出張ひろば「うみの子」　では
●サークル活動（出張場所：西海支所2階）
　第 3木曜日

8:30 ～ 13:30

8:30 ～ 13:30

8:30 ～ 17:15

10:00 ～ 11:30

「こぶたの広場」では
●育児相談・つどいと交流・各種ワークショップ
　日～金曜日 10:00 ～ 16:00

御荘文化センター

「あいなん子育て応援グループ」では
●子育て (電話 ) 相談

 10 日 ( 木 )、24 日 ( 木 )   13:00 ～ 15:00
その他の曜日はお問い合わせください。

長崎保育所

城辺保育所 らいおん組

9 月の子育てサポートご案内

問合せ

御荘保育所内 TEL72-0598

城辺保育所 きりん組

8 日 ( 火 ) キッズ体操

8日（火） 『ベビマ交流 足育講座①』 
乳児親子 &妊婦 ※要予約 

11 日（金） 世代間クッキング 10:00 ～
郷土料理づくり ※要予約

2日（水）、4日（金）、9日（水）は御荘
夢創造館で行います。

15日（火） 　　　　出張『わんぱく』10:00 ～ 11:30
  親子陶芸（汚れてもよい服装で。） 
  城辺保健福祉センターにて ※要予約

11 日 ( 金 ) 育児講座 (楽しい英語遊び )

25日（金）  子育てセミナー『足育講座②』 
 幼児親子 ※要予約 

問合せ

プラザじょうへん内 TEL73-2288
※詳しくは「こぶた通信」に記載
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7
月
中
旬
か
ら
8
月
中
旬
に
か
け
て
、
町
内
各
地
で

夏
祭
り
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
8
月
9
日
に
は
内
海
地
域
の
須
ノ
川
地
区
で
「

　
復

活　

須
ノ
川
公
園
ま
つ
り
」
と
銘
打
っ
た
夏
祭
り
が
あ

り
、
1
0
年
前
ま
で
同
地
区
で
開
催
さ
れ
て
い
た
「
う

ち
う
み
夏
祭
り
」
を
思
い
起
こ
さ
せ
る
賑
わ
い
を
み
せ

ま
し
た
。

　
ま
た
、
5
年
前
ま
で
「
西
海
海
中
公
園
ま
つ
り
」
が

　町内で開催される今年最初
の夏祭り「一本松夏祭り」では、
歩行者天国となった一本松地
区の会場に、各種団体による
夜店が数多く並びました ( 写
真① )。また、会場からほど近
い出雲大社一本松教会には茅
の束で作った大きな輪が設置
され、この輪をくぐる「輪抜け」
に多くの参詣者が訪れました
( 写真② )。　

　「城辺夏まつり」は城辺商
店街周辺を会場に行われまし
た。城辺小学校トランペット
鼓隊の演奏 ( 写真③ ) で幕を開
け、各種団体による「愛南音頭」
の踊りパレード ( 写真④ ) が祭
りを盛り上げました。
　また、町商工会城辺支所前で
「愛南ゴールド早搾り早飲み大
会」などがあったほか、浜口医
院横特設ステージで「のど自慢歌
謡ショー」などが行われました。

8
月
2
日

①

②

③

④

7
月
18
日
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実
施
さ
れ
て
い
た
西
海
地
域
の
船
越
地
区
で
は
、
8
月

13
日
、「
シ
ー
パ
ー
ク
ふ
な
こ
し
夏
祭
り
」
が
初
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
毎
年
恒
例
の
「
一
本
松
夏
祭
り
」、「
城
辺
夏
ま
つ
り
」

と
と
も
に
写
真
で
紹
介
し
ま
す
。

※
御
荘
夏
ま
つ
り
は
10
月
号
に
掲
載
予
定
で
す
。

　 内海地域の須ノ川公園を主会場に開催された

「“復活”須ノ川公園まつり」には、10 年ぶり

に同地区で開催される夏祭りを楽しもうと、大

勢の家族連れなどが訪れました。

　  過去に地引網漁が行われていた平碆地区の

元越海岸で「大地引網まつり」( 写真⑤ ) があった

ほか、ランタンで須ノ川公園内の池をライトアップ

する「須ノ川ランタンまつり」( 写真⑥ )、「ゲーム

まつり」( 写真⑦、⑧ ) や「愛南の歌まつり」など、「ま

つり」尽くしの 1日となりました。「花火まつり」(写

真⑨ ) では 500 発の打ち上

げ花火が上がり、来場者は、

10 年ぶりに花火で彩られ

た須ノ川の夜空を見上げて

いました。

　 「シーパークふ
なこし夏祭り」
は船越漁港公
園周辺で開催

され、大勢の来場者
が、船越地区では 5
年ぶりとなる夏祭り
を満喫しました。
　会場では、西海地
域出身で町内の郵便
局に勤めるアマチュ
ア女性ミュージシャ
ンのけだまよしおさ
んがミニコンサート
( 写真⑩ ) で歌声を
披露したほか、「旧
西海音頭発表会」( 写
真⑪ ) や「昔の西海
上映会」が行われま
した。フィナーレの
花火大会では、打ち
上げ花火約 700 発が
上がり、祭りを締め
くくりました。

8
月
9
日

8
月
13
日

「ふなこし夏祭り」では、
約 700 発の花火が打ち
上げられ、大勢の見物
客を楽しませました。

⑤

⑥

⑧⑦ ⑨

⑩

⑪
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高
速
道
路
「
四
国
８
の
字
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
の

早
期
整
備
促
進
要
望
を
行
い
ま
し
た
。

■
建
設
課
か
ら

徳山日
ひ で お

出男国土交通技監（現事務次

官、写真奥）に石橋市長とともに要

望説明を行う清水町長、山下愛南町

議会議長。ほかに、山本公
こう

一
いち

衆議院

議員（写真左端）などが今回の要望活

動に参加しました。

グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
フ
ェ
ス
タ
で

愛
南
を
丸
ご
と
体
験

■
農
業
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら

愛南ゴールド生搾り体験

こけ玉作り体験 竹細工作り体験

　
「
国
道
56
号
一
本
松
・
宇
和
島
間

整
備
促
進
協
議
会(

会
長 
清
水
雅ま

さ

文ふ
み

愛
南
町
長)

」
と
「
愛
媛
県
四
国
縦

貫
・
横
断
自
動
車
道
建
設
促
進
協
議

会（
会
長 

石
橋
寛ひ

ろ

久ひ
さ

宇
和
島
市
長
）」

が
合
同
で
国
土
交
通
省
な
ど
関
係
機

関
に
出
向
き
、
道
路
整
備
促
進
要
望

を
行
い
ま
し
た
。
要
望
を
行
っ
た
の

は
、
２
名
の
愛
媛
県
選
出
国
会
議
員

町
　
か
　
ら
　
の
　
お
　
知
　
ら
　
せ

を
は
じ
め
、
両
協
議
会
会
長
の
清
水

愛
南
町
長
と
石
橋
宇
和
島
市
長
、
役

員
の
山
下
太た

い

三ぞ
う

愛
南
町
議
会
議
長
、

兵
頭
司の

り

博ひ
ろ

宇
和
島
市
議
会
議
長
の
ほ

か
会
員
市
町
や
事
務
局
職
員
で
、
国

土
交
通
省
幹
部
職
員
な
ど
に
対
し
、

南
海
ト
ラ
フ
大
地
震
等
災
害
発
生
時

の
『
命
の
道
』
と
し
て
の
高
速
道
路

「
四
国
８
の
字
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
の

早
期
整
備
促
進
（
特
に
、
津
島

岩
松
〜
内
海
間
の
早
期
工
事

着
手
、
内
海
〜
宿
毛
間
の
早

期
事
業
化
）
に
つ
い
て
強
く
要

望
し
ま
し
た
。

　
郷
土
の
食
の
大
切
さ
や
生
活
文
化

へ
の
理
解
を
深
め
て
も
ら
お
う
と
、

愛
南
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進

協
議
会(

前
田
ア
イ
子
会
長)

主
催
に

よ
る
「
愛
南
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ

ム
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
５
」
が
旧
満
倉

小
学
校
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
て
多
く

の
人
が
会
場
を
訪
れ
、
真
珠
ア
ク
セ

サ
リ
ー
、
こ
け
玉
、
絵
は
が
き
や
竹

細
工
な
ど
を
作
る
文
化
創
作
体
験
、

ピ
ザ
作
り
や
愛
南
ゴ
ー
ル
ド
生
搾
り

な
ど
の
食
文
化
体
験
で
、
来
場
者
の

皆
さ
ん
は
楽
し
い
一
時
を
過
ご
し
て

い
ま
し
た
。
ま
た
、
野
外
販
売
コ
ー

ナ
ー
や
田
舎
レ
ス
ト
ラ
ン
も
大
変
好

評
で
し
た
。

 8/
     2

 7/
   30
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症状に応じた救急医療機関の役割分担 愛
媛
の
救
急
医
療
を
守
り
ま
し
ょ
う

■
保
健
福
祉
課
か
ら

　
近
年
、
休
日
や
夜
間
、
救
急
病
院

に
軽
症
の
患
者
さ
ん
が
集
中
（
※
注
）

し
、
医
師
の
負
担
が
増
え
て
い
る
ほ

か
、
安
易
な
救
急
車
の
呼
び
出
し
で

出
動
回
数
が
増
加
し
、
重
症
患
者
さ

ん
の
搬
送
に
支
障
が
出
る
ケ
ー
ス
が

増
加
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
ま
ま
で
は
、
住
民
の
皆
様
に

適
切
な
医
療
を
提

供
で
き
な
く
な
る

お
そ
れ
が
あ
り
、

そ
う
な
ら
な
い

た
め
に
『
愛
媛
の

救
急
医
療
を
守
る

１
４
３
万
人
の

県
民
運
動
（
愛
救

１
４
３
運
動
）
』

を
実
施
し
て
い
ま

す
。

　
こ
れ
は
医
療
機

関
や
救
急
車
の
適

切
な
利
用
を
、
住

民
の
皆
様
一
人
一

人
に
心
が
け
て
い

た
だ
く
取
組
で
す

の
で
、
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

（
※
注
）愛
媛
県
が

調
査
を
実
施
し

た
平
成
23
年
11
月
の
１
か
月
間
に
、

県
内
救
急
告
示
病
院
で
受
診
し
た
全

救
急
患
者
の
う
ち
、
軽
症
患
者
の
占

め
る
割
合
は
78
・
７
％（
全
救
急
患
者

１
４
，４
１
５
人
、
軽
症
患
者
１
１
，

３
３
７
人
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。
た

だ
し
、
平
成
20
年
11
月
と
比
較
す
る

と
1.5
ポ
イ
ン
ト
減
少
（
全
救
急
患
者

１
６
，３
６
２
人
、
軽
症
患
者
１
３
，

１
２
６
人
、
軽
症
患
者
の
占
め
る
割

合
80
・
２
％
）し
て
い
ま
す
。

【
普
段
か
ら
の
３
つ
の
心
が
け
】

①
日
頃
か
ら
『
か
か
り
つ
け
医
』
を

持
ち
ま
し
ょ
う
。

②
健
康
診
断
や
検
診
等
に
よ
り
、
病

気
の
予
防
や
早
期
発
見
に
努
め
ま

し
ょ
う
。

③
家
庭
で
薬
を
常
備
し
ま
し
ょ
う
。

【
受
診
に
当
た
っ
て
の

　
　
　
　
　
　
３
つ
の
心
が
け
】

①
な
る
べ
く
医
療
機
関
の
通
常
の
診

療
時
間
内
に
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

②
救
急
車
で
搬
送
さ
れ
て
も
、軽
症
の

場
合
は
通
常
の
受
付
順
と
な
る
場

合
が
あ
る
こ
と
に
留
意
し
ま
し
ょ

う
。

③
休
日
や
夜
間
で
比
較
的
症
状
の
軽

い
方
は
、
在
宅
当
番
医
を
利
用
し

ま
し
ょ
う
。

【
症
状
は
軽
い
け
れ
ど
、

　
　
　
　
　
ど
う
す
れ
ば
…
】

　
休
日
や
夜
間
に
、
ど
の
病
院
に
行

け
ば
よ
い
か
分
か
ら
な
い
場
合
に

は
、
え
ひ
め
医
療
情
報
ネ
ッ
ト
（
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト)

を
参
考
に
さ
れ
る

か
、
南
宇
和
郡
医
師
会
休
日
当
番
医

案
内
（
℡
７
２
―

１
２
３
４
）
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

　
お
子
さ
ん
の
急
な
病
気
や
け
が
の

場
合
は
、
小
児
救
急
医
療
電
話
相
談

（
＃
８
０
０
０ 

電
話
で
＃
８
０
０
０

を
押
す
と
つ
な
が
り
ま
す
。
利
用
時

間
帯
は
、
毎
日
19
時
〜
翌
朝
８
時
ま

で
で
す
。）を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

　
保
健
福
祉
課 

℡
７
２
―

１
２
１
２

  

税
務
課
等
か
ら

９
月
納
税
等
の
お
知
ら
せ

国

民

健

康

保

険

税

4期分/

10期分

介

護

保

険

料

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

3期分/

9期分

保

育

所

保

育

料

月末

下

水

道

使

用

料

　
町
税
を
滞
納
し
て
い
る
方
に
は
、
ま
ず

督
促
状
に
よ
っ
て
納
税
を
促
し
て
い
ま

す
。
町
税
を
滞
納
さ
れ
ま
す
と
、
本
来
、
納
め

る
べ
き
税
額
の
ほ
か
に
延
滞
金
が
か
か
り
ま

す
。

❶
町
税
等
、
住
宅
使
用
料
、
住
宅
共
益
費
、
駐

車
場
使
用
料
は
、
毎
月
、
当
月
分
が
月
末

に
振
替
と
な
り
ま
す
。

❷
上
水
道
使
用
料
・
簡
易
水
道
使
用
料
の

振
替
日
は
毎
月
21
日
、
再
振
替
日
は
翌

月
の
10
日
で
す
。

※
該
当
日
が
休
日
の
場
合
は
翌
日
と
な
り
ま

す
。
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オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
『
ロ
バ
さ
ん
家ち

』
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

■
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら

あ
な
た
の
「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
」
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

■
町
民
課
か
ら

愛
―

１
グ
ラ
ン
プ
リ
の
出
場
者
を
募
集
し
ま
す

■
生
涯
学
習
課
か
ら

　
オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
『
ロ
バ
さ
ん

家
』
を
毎
週
火
曜
日
に
開
催
し
て
い

ま
す
。

　
『
ロ
バ
さ
ん
家
』
は
、
認
知
症
の

方
や
そ
の
家
族
を
支
え
る
新
し
い
心

の
よ
り
ど
こ
ろ
と
な
り
、
も
の
忘

れ
や
認
知
症
へ
の
不
安
が
あ
る
人
や

家
族
、
地
域
の
皆
さ
ん
等
ど
な
た
で

も
参
加
で
き
、
交
流
す
る
こ
と
が
で

き
る
場
所
で
す
。
参
加
費
は
無
料
で

す
。
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
今
年
10
月
か
ら
、
皆
様
の
住
民
票

の
住
所
地
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
「
通

知
カ
ー
ド
」
に
よ
り
通
知
さ
れ
ま

す
。

　
通
知
カ
ー
ド
は
、
平
成
28
年
１
月

か
ら
社
会
保
障
や
税
の
分
野
の
手
続

き
、
個
人
番
号
カ
ー
ド
の
交
付
時
な

ど
に
必
要
に
な
り
ま
す
の
で
、
大
切

に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

一
人
暮
ら
し
で
長
期
間
医
療
機
関
や

施
設
に
入
院
・
入
所
さ
れ
て
い
る

方
、
Ｄ
Ｖ
・
ス
ト
ー
カ
ー
行
為
等
・

児
童
虐
待
等
の
被
害
者
の
方
へ

　
こ
の
「
通
知
カ
ー
ド
」
は
、
皆
様

の
住
民
票
の
住
所
地
に
簡
易
書
留
で

送
付
さ
れ
ま
す
が
、
長
期
間
に
わ

た
っ
て
医
療
機
関
や
施
設
等
に
入

院
・
入
所
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
、

か
つ
、
入
院
・
入
所
期
間
中
は
住
所

地
に
誰
も
居
住
し
て
い
な
い
方
や
、

「
Ｄ
Ｖ
等
支
援
対
象
者
」
の
方
な

ど
、
や
む
を
得
な
い
理
由
に
よ
り
住

民
票
の
住
所
地
で
「
通
知
カ
ー
ド
」

を
受
け
取
れ
な
い
方
は
、
現
在
お
住

ま
い
の
場
所
（
居
所
）
を
ご
登
録
い
た

だ
け
れ
ば
、
そ
の
住
所
地
に
通
知

カ
ー
ド
を
送
付
す
る
こ
と
も
可
能
で

す
。
該
当
す
る
方
は
居
所
情
報
の
登

録
申
請
を
お
願
い
し
ま
す
。
（
申
請

書
は
、
本
庁
町
民
課
及
び
各
支
所
又

は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
入
手
で
き

ま
す
。）

　
平
成
27
年
９
月
25
日（
金
）ま
で（
必

着
）
に
、申
請
書
を
愛
南
町
役
場
町
民

課
に
持
参
又
は
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
添
付
書
類

・
申
請
人
の
本
人
確
認
書
類
（
運
転

免
許
証
な
ど
）

・
居
所
に
居
住
し
て
い
る
こ
と
を
証

す
る
書
類
（
公
共
料
金
の
領
収
書
な

ど
）

・
代
理
人
が
申
請
す
る
場
合
は
、
委

任
状
・
運
転
免
許
証
な
ど
が
必
要
で

す
。

　
申
請
が
認
め
ら
れ
た
方
は
、
登
録

さ
れ
た
居
所
に
「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
」

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
に
つ
い
て
詳
し
く
は

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー 

０
５
７
０
―

２
０
―

０
１
７
８
ま
で

問
合
せ  

町
民
課 

℡
７
２
―

７
３
０
０

開
催
日
時
　
毎
週
火
曜
日
　
13
時
30

分
〜
16
時（
祝
祭
日
等
は
休
み
）

※
開
催
時
間
内
は
、
出
入
り
自
由
で

す
。

場
所
　
御
荘
平
城
４
０
２
４
番
地
１

（
国
道
56
号
沿
い
　
御
荘
大
橋
付
近

で
す
。）

内
容
　
も
の
忘
れ
や
認
知
症
に
つ
い

て
の
相
談
、
座
談
会
、
専
門
職
に
よ

る
ミ
ニ
講
座
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど

問
合
せ

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

 

℡
７
２
―

７
３
２
５

　「
愛
―

１
グ
ラ
ン
プ
リ
２
０
１
５
」

を
開
催
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

日
時
　
９
月
26
日（
土
）　
受
付
11
時

45
分
〜
12
時
30
分
　
競
技
開
始
13
時

場
所
　
南
レ
ク
城
辺
公
園
多
目
的
広

場種
目
　
60
ｍ
走
、
１
０
０
ｍ
走
、
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
投
げ
、
キ
ッ
ク
タ
ー

ゲ
ッ
ト
、
ロ
ン
グ
テ
ィ
ー
バ
ッ
テ
ィ

ン
グ
、
一
輪
車
競
争
、
４
×
１
０
０

ｍ
リ
レ
ー
、モ
ン
ス
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
、

60
ｍ
走
親
子
対
決

申
込
期
限
　
９
月
17
日（
木
）

参
加
料
　
無
料

問
合
せ

　

　
生
涯
学
習
課 

℡
７
３
―

１
１
１
２
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平
成
27
年
国
勢
調
査
を
実
施
し
ま
す

■
企
画
財
政
課
か
ら

備
え
あ
れ
ば
憂
い
な
し
…
「
９
月
は
『
防
災
月
間
』
で
す
」

■
防
災
対
策
課
か
ら

『
あ
い
な
ん
減
災
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
in
緑
』
を
開
催
し
ま
す

■
防
災
対
策
課
か
ら

震
度
７
を
疑
似
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か

■
防
災
対
策
課
か
ら

―
美
し
い
町
並
み
で
お
も
て
な
し
―

９
月
は
「
屋
外
広
告
物
適
正
化

　
　
　
　
　
推
進
運
動
強
化
月
間
」
で
す

■
建
設
課
か
ら

　
国
勢
調
査
は
、
平
成
27
年
10
月
１

日
現
在
、
日
本
に
住
ん
で
い
る
す
べ

て
の
人
及
び
世
帯
を
対
象
に
、
少
子

高
齢
化
社
会
に
お
け
る
日
本
の
未
来

を
描
く
上
で
欠
く
こ
と
の
で
き
な

い
デ
ー
タ
を
得
る
た
め
に
実
施
し
ま

す
。
調
査
結
果
は
、
社
会
福
祉
、
生

活
環
境
の
整
備
な
ど
、
私
た
ち
の
暮

ら
し
の
た
め
に
役
立
て
ら
れ
ま
す
。

　
今
回
の
調
査
で
は
、
先
に
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
回
答
の
た
め
の
書
類
を

お
配
り
し
た
上
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

で
の
回
答
を
受
け
付
け
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
回
答
さ
れ
な
か
っ
た
世
帯

に
は
紙
の
調
査
票
を
配
布
し
て
調
査

を
行
い
ま
す
。
紙
の
調
査
票
は
、
調

査
員
に
直
接
提
出
い
た
だ
く
か
、
郵

送
で
も
提
出
い
た
だ
け
ま
す
。 

　
国
勢
調
査
員
が
、
平
成
27
年
９
月

上
旬
か
ら
町
内
の
全
世
帯
へ
伺
い
ま

す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

問
合
せ

　

　
企
画
財
政
課 

℡
７
２
―

７
３
１
７

　
９
月
は
防
災
月
間
で
す
。
災
害

は
、
い
つ
ど
こ
で
襲
っ
て
く
る
か
わ

か
り
ま
せ
ん
。
一
人
一
人
が
日
頃
か

ら
災
害
へ
の
備
え
を
心
が
け
て
お
く

こ
と
が
大
切
で
す
。
こ
の
機
会
に
、

家
庭
や
地
域
、
職
場
な
ど
で
再
確
認

し
ま
し
ょ
う
。

防
災
月
間
に
お
け
る
重
点
確
認
事
項

●
避
難
場
所
や
避
難
路
の
確
認

●
非
常
用
持
出
袋
の
準
備

●
家
具
や
電
気
製
品
の
転
倒
落
下
防

止
対
策

●
備
蓄
食
糧
の
確
保

問
合
せ

　
防
災
対
策
課 

℡
７
２
―

０
１
３
１

　
愛
媛
大
学
防
災
情
報
研
究
セ
ン

タ
ー
が
文
部
科
学
省
の
委
託
を
受
け

て
本
町
で
実
施
し
て
い
る
「
地
域
防

災
対
策
支
援
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

事
業
の
一
環
で
、
自
発
的
な
減
災
意

識
の
醸
成
を
目
的
と
し
た
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
次
の
日
程
で
開
催
し
ま

す
。

日
時
　
10
月
４
日（
日
） 

14
時
〜
16
時

場
所
　
緑
公
民
館

問
合
せ

　
防
災
対
策
課 

℡
７
２
―

０
１
３
１

　
過
去
の
地
震
や
、
近
い
将
来
発
生

す
る
か
も
し
れ
な
い
南
海
ト
ラ
フ

巨
大
地
震
等
の
「
揺
れ
」
を
疑
似

体
験
す
る
こ
と
で
、
防
災
・
減
災
へ

の
意
識
や
心
構
え
を
養
う
こ
と
を
目

的
に
、
起
震
車
体
験
会
を
開
催
し
ま

す
。

　
無
料
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
体
験
し
て

み
て
く
だ
さ
い
。

日
時
　
10
月
７
日（
水
） 

　
　
　
13
時
30
分
〜
15
時
30
分

場
所
　
愛
南
町
消
防
本
部
駐
車
場

問
合
せ

　
防
災
対
策
課 

℡
７
２
―

０
１
３
１

　
２
０
１
７
年
の
え
ひ
め
国
体
開
催

に
向
け
、
県
・
市
町
が
連
携
し
て
国

体
会
場
周
辺
・
交
通
要
所
・
観
光
地

等
の
景
観
美
化
を
行
っ
て
い
ま
す
。

信
号
機
や
道
路
標
識
に
貼
ら
れ
た
ス

テ
ッ
カ
ー
・
は
り
紙
等
は
違
反
広
告

物
で
す
。
景
観
美
化
の
た
め
、
皆
様

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

問
合
せ

　

　
建
設
課 

℡
７
２
―

７
３
１
３
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国
民
年
金
保
険
料
「
10
年
の
後
納
制
度
」
は
、

平
成
27
年
９
月
30
日
に
終
了
し
ま
す

■
町
民
課
か
ら

産
業
用
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
設
備
の
設
置
は

届
出
が
必
要
で
す

■
環
境
衛
生
課
か
ら

御
荘
霊
苑
改
修
工
事
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す

■
御
荘
霊
苑
か
ら

　
平
成
24
年
10
月
１
日
か
ら
施
行
さ

れ
た
「
10
年
の
後
納
制
度
」
は
、
過

去
10
年
間
に
納
め
忘
れ
た
国
民
年
金

保
険
料
を
納
付
す
る
こ
と
が
で
き

る
仕
組
み
で
す
（
本
来
、
国
民
年
金

保
険
料
は
２
年
を
経
過
す
る
と
時
効

に
よ
り
納
付
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
。）
。
こ
の
制
度
を
利
用
す
れ
ば
、

将
来
の
年
金
額
を
増
や
す
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　
「
10
年
の
後
納
制
度
」
は
、
平
成

27
年
９
月
30
日
を
も
っ
て
終
了
し
ま

す
。
終
了
後
、
平
成
27
年
10
月
１
日

か
ら
３
年
間
に
限
り
、
過
去
５
年
間

に
納
め
忘
れ
た
国
民
年
金
保
険
料
を

納
付
す
る
こ
と
が
で
き
る
「
５
年
の

後
納
制
度
」
が
始
ま
り
ま
す
が
、
10

年
の
後
納
制
度
よ
り
も
納
付
で
き
る

期
間
が
短
く
、
保
険
料
の
加
算
額
が

高
く
な
り
ま
す
。

　
な
お
、
老
齢
基
礎
年
金
を
受
給
し

て
い
る
方
な
ど
は
、
後
納
制
度
の
利

用
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
後
納
制
度
を
利
用
す
る
に
は
、
申

し
込
み
が
必
要
で
す
。

　
詳
し
く
は
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

　

　
「
国
民
年
金
保
険
料
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
」

　
０
５
７
０
―

０
１
１
―

０
５
０

　
宇
和
島
年
金
事
務
所 

国
民
年
金
課

　
℡
０
８
９
５
―

２
２
―

５
３
４
４

　
町
民
課  

　
℡
７
２
―

７
３
０
０

今
月
の
社
会
保
険
・

　
年
金
一
日
相
談
（
予
約
制
）

 

○
９
月
17
日（
木
）

　 

10
時
〜
15
時
30
分

　 

（
城
辺
商
工
会
館
２
階
）

問
合
せ

　
宇
和
島
年
金
事
務
所

　
お
客
様
相
談
室

　
℡
０
８
９
５
―

２
２
―

５
５
６
９

　
電
話
受
付
対
応
時
間

　
８
時
30
分
〜
17
時
15
分

　
平
成
27
年
８
月
１
日
か
ら
、
次
の

項
目
に
該
当
す
る
太
陽
光
発
電
等
の

産
業
用
再
生

可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
発
電
設

備
設
置
事
業

に
つ
い
て
は
、

町
へ
の
届
出

が
必
要
と
な

り
ま
し
た
。

対
象
と
な
る
事
業

①
設
置
事
業
実
施
区
域
の
合
計
面
積

が
５
０
０
㎡
以
上

②
設
置
事
業
実
施
区
域
が
町
の
定
め

る
景
観
計
画
区
域
内

　
届
出
内
容
等
、
詳
し
く
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

届
出
・
問
合
せ

　

　
環
境
衛
生
課 

℡
７
２
―

７
３
１
６

　
現
在
、
御
荘
霊
苑
で
は
、
利
便
性

の
向
上
を
図
る
た
め
次
の
改
修
工
事

を
行
っ
て
い
ま
す
。

【
改
修
内
容
】

現
告
別
室 

↓ 

待
合
室
に
改
修

現
待
合
ホ
ー
ル 

↓ 

会
食
室
に
改
修

現
待
合
室 

↓ 

通
夜
、
親
族
控
、
葬

儀
及
び
精
進
上
げ
に
利
用
で
き
る
多

目
的
室
に
改
修

現
親
族
控
室
（
通
夜
室
） 

↓ 

通
夜
室

に
改
修

【
工
期
】
平
成
27
年
６
月
30
日

〜
平
成
28
年
１
月
28
日

　
工
事
は
ご
利
用
に
支
障
の
な
い
よ

う
行
い
ま
す
。
ご
迷
惑
を
お
か
け
し

ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

　
御
荘
霊
苑
葬
祭
場
備
付
祭
壇
の
使

用
料
は
、
今
年
４
月
か
ら
無
料
（
改

正
前
３
０
，０
０
０
円
）
と
し
て
い
ま

す
。

問
合
せ 

　
御
荘
霊
苑 

℡
７
２
―

４
４
２
０
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詳しくは、社会福祉協議会
本所（℡70－1236）までお
問い合わせください。

　無料で弁護士が相談をお

受けします。

※1回の相談人数は8人まで

で事前予約が必要です。定

員に達した場合は受付を終

了します。

　９月８日（火）14時～16時

　御荘老人福祉センター

無料法律相談

　無料で民生児童委員２名

が日常生活でかかえる心配

ごとの相談をお受けします。

　９月２４日（木）14時～16時

　御荘老人福祉センター

心配ごと相談所

「
絵
は
が
き
作
り
体
験
」
に
参
加
し
ま
せ
ん
か

■
農
業
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら

む
し
歯
０
本
、お
め
で
と
う

■
保
健
福
祉
課
か
ら

あ
　
い
　
な
　
ん
　
掲
　
示
　
板

高
齢
者
・
障
害
者
の
た
め
の

成
年
後
見
相
談
会
を
開
催
し
ま
す

（
公
社
）成
年
後
見
セ
ン
タ
ー
・
リ
ー
ガ
ル
サ
ポ
ー
ト
え
ひ
め
支
部
か
ら

　
愛
南
町
で
は
、
５
歳
児
健
康
診

査
で
、
む
し
歯
が
０
本
だ
っ
た
お

子
さ
ん
を
表
彰
し
て
い
ま
す
。

　
７
月
に
実
施
し
た
５
歳
児
健
診

で
は
、
18
名
の
受
診
者
の
う
ち
11

名
の
お
子
さ
ん
を
表
彰
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら

も
し
っ
か
り

歯
磨
き
を
し

て
、
き
れ
い

な
歯
を
守
り

ま
し
ょ
う
。

  
　

野
虎こ

泰た

朗ろ
う 

く
ん（
御
荘
平
城
）

  

梅
田
　
凜り

ん 

ち
ゃ
ん（
御
荘
平
城
）

  

小
山
颯そ

う

友す
け 

く
ん（
御
荘
平
城
）

  

田
中
颯そ

う

馬ま 

く
ん（
御
荘
和
口
）
  

吉
田
　
文あ

や 

ち
ゃ
ん（
御
荘
平
山
）

  

稲
垣
あ
ゆ
み 

ち
ゃ
ん（
城
辺
乙
）

  

後
藤
朱あ

か

輝き 

く
ん（
城
辺
甲
）

  

竹
村
京み

や

珠び 

ち
ゃ
ん（
城
辺
甲
）

  

菊
地
は
な 

ち
ゃ
ん（
深
浦
）

  

本
多
和か

ず

希き 

ち
ゃ
ん（
久
良
） 

  

吉
田  

碧
あ
お
い 

ち
ゃ
ん（
中
川
）

　
愛
南
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
推

進
協
議
会
で
は
、
「
絵
は
が
き
作
り

体
験
」
の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

好
き
な
絵
や

文
字
を
書
い

て
、
自
分
だ

け
の
オ
リ
ジ

ナ
ル
絵
は
が

き
を
作
り
ま

せ
ん
か
。

日
時
　
９
月
26
日（
土
） 

13
時
〜

場
所
　
平
城
公
民
館

定
員
　
10
名（
先
着
順
）

体
験
料
　
１
人
　
５
０
０
円

（
絵
手
紙
作
成
の
道
具
は
主
催
者
が

用
意
し
ま
す
。）

申
込
締
切
日
　
９
月
17
日（
木
）

問
合
せ

　
農
業
支
援
セ
ン
タ
ー 

℡
７
２
―

７
３
１
１

　
相
続
、
遺
言
、
成
年
後
見
や
悪
質
商
法
に
関
す
る
こ
と
で
お
困
り
の

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　
認
知
症
高
齢
者
の
ご
家
族
の
方
や
、
支
援
を
行
っ
て
い
る
行
政
又
は

福
祉
関
係
の
方
、
今
は
元
気
だ
け
ど
、
将
来
に
備
え
て
遺
言
や
任
意
後

見
を
考
え
て
い
る
方
の
ほ
か
、
日
頃
か
ら
不
安
に
感
じ
た
り
、
困
り
ご

と
の
あ
る
方
々
に
お
応
え
す
る
、
司
法
書
士
に
よ
る
無
料
相
談
会
を
行

い
ま
す
。

　
予
約
は
不
要
で
す
の
で
、
直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
時
　
９
月
12
日（
土
） 

10
時
〜
15
時

　
　
　（
受
付
は
14
時
30
分
ま
で
で
す
。）

会
場
　
宇
和
島
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー 

３
階 

会
議
室

問
合
せ

　

　（
公
社
）成
年
後
見
セ
ン
タ
ー
・
リ
ー
ガ
ル
サ
ポ
ー
ト

　
え
ひ
め
支
部 

事
務
局 

℡
０
８
９
―

９
４
１
―

８
０
６
５

お知らせ
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高
齢
者
・
障
害
者
の
人
権
あ
ん
し
ん
相
談
の

お
知
ら
せ

松
山
地
方
法
務
局
か
ら

防
衛
大
学
校
等
の
学
生
を
募
集
し
ま
す

自
衛
隊
か
ら

ク
ッ
キ
ン
グ
教
室
で
交
流

■
あ
い
な
ん
小
児
医
療
を
守
る
会
か
ら

　
松
山
地
方
法
務
局
及
び
愛
媛
県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
で
は
、
９
月

７
日（
月
）か
ら
13
日（
日
）ま
で
の
全
国
一
斉
「
高
齢
者
・
障
害
者
の
人

権
あ
ん
し
ん
相
談
」
強
化
週
間
に
合
わ
せ
、
電
話
で
人
権
相
談
を
お
受

け
し
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
秘
密
は
堅
く
守
ら
れ
ま
す
の
で
、
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日
時
　
９
月
７
日（
月
）〜
11
日（
金
） 

８
時
30
分
〜
19
時

　
　
　
９
月
12
日（
土
）、
13
日（
日
） 

10
時
〜
17
時

電
話
番
号
　
全
国
統
一
電
話
番
号 

０
５
７
０
―

０
０
３
―

１
１
０

　
　
　
　
　
※
携
帯
電
話
可
、一
部
IP
電
話
か
ら
は
接
続
で
き
ま
せ
ん
。

相
談
内
容

　
高
齢
者
・
障
害
の
あ
る
方
を
対
象
と
し
た
、
相
続
・
扶
養
問
題
な
ど

の
ほ
か
人
権
問
題
に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る
相
談

問
合
せ

　
松
山
地
方
法
務
局 

℡
０
８
９
―

９
３
２
―

０
８
８
８

お知らせ
【
防
衛
大
学
校
学
生 

一
般（
前
期
）】

応
募
資
格
　
高
卒（
見
込
み
含
む
。）で
21
歳
未
満
の
方

第
一
次
試
験
日
及
び
試
験
地

　
11
月
７
日（
土
）、
８
日（
日
）

：

宇
和
島
市
役
所

【
防
衛
医
科
大
学
校
学
生（
看
護
学
科
、
医
学
科
）】

応
募
資
格
　
高
卒（
見
込
み
含
む
。）で
21
歳
未
満
の
方

第
一
次
試
験
日
及
び
試
験
地 

　
看
護
学
科
　
10
月
17
日（
土
）

：

松
山
大
学

　
医

学

科
　
10
月
31
日（
土
）、
11
月
１
日（
日
）

：

松
山
大
学

※
受
付
締
切
日
は
、
い
ず
れ
も
９
月
30
日（
水
）で
す
。

問
合
せ

　
自
衛
隊
宇
和
島
地
域
事
務
所 
℡
０
８
９
５
―

２
３
―

５
４
３
１

お知らせ

　
７
月
13
日（
月
）、
あ
い
な
ん
小
児

医
療
を
守
る
会
の
ク
ッ
キ
ン
グ
教
室

〜
夏
バ
テ
を
予
防
し
よ
う
〜
を
、
城

辺
保
健
セ
ン
タ
ー
で
行
い
ま
し
た
。

　
今
回
の
メ
ニ
ュ
ー
は
、
香
辛
料
で

食
欲
増
進
「
ド
ラ
イ
カ
レ
ー
」
、
暑

い
夏
の
キ
ッ
チ
ン
で
は
う
れ
し
い 

ゆ
ず
ポ
ン
酢
で
簡
単
味
付
け
「
ひ

じ
き
サ
ラ
ダ
」
、
地
元
特
産
の
愛
南

ゴ
ー
ル
ド
で
さ
っ
ぱ
り
「
愛
南
ゴ
ー

ル
ド
ゼ
リ
ー
」
の
３
品
を
調
理
し
ま

し
た
。

　
親
子
参
加
者
に
は
託
児
が
あ
っ
た

の
で
料
理
に
集
中
で
き
、
み
ん
な
で

割
振
り
し
な
が
ら
手
際
よ
く
、
和
気

あ
い
あ
い
と
楽
し
く
ク
ッ
キ
ン
グ
が

で
き
ま
し
た
。
会
食
時
に
は
、
子
ど

も
た
ち
や
託
児
を
担
当
し
て
い
た
だ

い
た
婦
人
会
の
方
た
ち
と
一
緒
に
三

世
代
間
交
流
し
な
が
ら
楽
し
く
食
事

し
ま
し
た
。
と
て
も
お
い
し
く
、
子

ど
も
も
大
人
も
完
食
で
し
た
。

　
会
食
後
は
栄
養
士
さ
ん
か
ら
「
夏

バ
テ
し
な
い
食
事
の
工
夫
」
と
題
し

た
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。
夏
バ
テ
防

止
の
食
事
の
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
、
夏

場
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
消
費
が
増
え
る

の
で
代
謝
に
必
要
な
ビ
タ
ミ
ン
な
ど

が
多
く
含
ま
れ
る
夏
野
菜
や
、
ビ
タ

ミ
ン
Ｂ
１
が
豊
富
な
豚
肉
・
う
な

ぎ
・
レ
バ
ー
等
の
食
材
を
摂
取
し
、

い
つ
も
と
ち
ょ
っ
と
違
っ
た
風
味
を

プ
ラ
ス
ワ
ン
す
る
な
ど
食
事
の
工
夫

を
し
、食
欲
が
で
て
く
れ
ば
体
力
は
自

然
に
回
復
す
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
今
年
の
夏
は
急
に
暑
く
な
り
ま
し

た
。
家
族
の
健
康
が
心
配
だ
っ
た
の

で
、
少
し
で
も
家
庭
で
健
康
管
理
・

夏
バ
テ
予
防
が
で
き
る
よ
う
に
努
め

た
い
と
思
い
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な

ク
ッ
キ
ン
グ
教
室
な
ど
の
活
動
と
と

も
に
「
あ
い
な
ん
小
児
医
療
を
守
る

会
」
の
活
動

を
一
人
で
も

多
く
の
方
に

知
っ
て
も
ら

え
る
よ
う
に

会
員
と
し
て

も
頑
張
っ
て

い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

問
合
せ

　

　
あ
い
な
ん
小
児
医
療
を
守
る
会

℡
７
３
―

２
２
８
８

（
プ
ラ
ザ
じ
ょ
う
へ
ん
内
）

ainan.m
am
oru@
g
m
ail.com
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必要なときに出会う

「
骨
折
予
防
教
室
」
に
参
加
し
ま
せ
ん
か

■
県
立
南
宇
和
病
院
か
ら

－あいなん音故地新－
　人は必要なときに必要な人と出会い、必要なときに必要な言葉と出会う。出来事も同

じ。

　“そのときの勝ち方がある”…小学生の頃にあたしがもらった言葉は今も迷ったときの

突破口を開く鍵。剣道の大会を間近に控えてあたしはケガをした。思うように体が動か

ん。そのときに先生がかけてくれたのは“調子のいい状態で試合に臨めるのがベスト。た

だ、そうはいかんときもある。調子の悪い状態でどうすれば勝てるかを考えればいい。そ

のときの勝ち方がある”…こんな風に丁寧に説明はされてないし、こんなに優しい言い方

でもなかったけど、、、（先生ごめんなさい。笑）ただ、この言葉の深さは年を重ねるたび思い

知ることができて、四方八方塞がったときにはグルグルと体中をめぐらせる。

　言葉は色褪せたりせんから、心にとどめておけば必要なときに“記憶”っていう引き出

しから勝手に出てきてくれる。出会ったそのときはよく理解できていなくても。

　本を読むことやたくさんの人たちとの交流は、大きな大きな糧になる。出会いは宝物。

そして失くなることのない財産。どんな出会いにも意味がある。　　　　（テノヒラkiku）

　
県
立
南
宇
和
病
院
で
は
、
今
年
７

月
か
ら
、
愛
南
町
保
健
福
祉
課
に
協

力
を
い
た
だ
き
、公
民
館
等
で
「
骨

折
予
防
教
室
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
高
齢
者
の
方
が
足
な
ど
を
骨
折
さ

れ
る
と
、
そ
の
ま
ま
寝
た
き
り
に
な

る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
が
、
骨
折
を

防
ぐ
た
め
に
は
、
ど
う
す
れ
ば
い
い

の
で
し
ょ
う
か
。

　
骨
折
予
防
に
は
、
①
骨
自
体
を

強
く
す
る
こ
と
、
②
転
倒
し
な
い
こ

と
、
こ
の
２
点
が
大
切
で
す
。
①
に

つ
い
て
は
骨
粗
鬆
症
に
対
す
る
診
断

と
治
療
が
重
要
で
、
②
に
つ
い
て

は
、
歩
行
能
力
や
バ
ラ
ン
ス
能
力
の

維
持
が
必
要
で
す
。

　
こ
の
教
室
で
は
、
骨
粗
鬆
症
と
は

ど
の
よ
う
な
病
気
な
の
か
、
そ
の
予

防
の
た
め
に
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
の

か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
、
分
か
り

や
す
く
説
明
し
ま
す
。

　
ま
た
、
歩
行
能
力
と
バ
ラ
ン
ス
能

力
の
検
査
を
行
い
、
転
倒
の
危
険
性

を
調
べ
ま
す
。
そ
し
て
、
簡
単
な

質
問
に
回
答
し
て
い
た
だ
き
、
今
後

10
年
以
内
に
骨
折
す
る
危
険
性
を
調

べ
て
専
門
的
な
治
療
が
必
要
か
ど
う

か
判
定
し
、
ご
本
人
に
お
伝
え
し
ま

す
。

　
一
人
で
も
多
く
の
方
に
、
元
気
な

毎
日
を
送
っ
て
い
た
だ
く
よ
う
、
各

地
域
で
開
催
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

愛
媛
県
立
南
宇
和
病
院
　

 

整
形
外
科
　
辻
浩こ

う

司じ

　

  

「
骨
折
予
防
教
室
」に
関
す
る
問
合
せ

  

保
健
福
祉
課 

℡
７
２
―

１
２
１
２ 



SAT

3

10

17

24

5

12

19

26

4

11

18

25

THU木曜日 FRI金曜日 土曜日

西海 B

城辺 A

城辺 B

城辺 C

大敷貞芳作業所、荒樫、魚神山
亀井作業所、油袋漁民センター、
旧川村光男作業所、兵頭郁生さ
ん宅前、旧内海支所、魚神山船
越・平婆・柏崎各集会所

内尾串駐輪場、上大道公民館、
広見・中川各コミュニティセン
ター、一本松・満倉・小山本村・
正木各集会所

武者泊消防車庫前、麦ケ浦バス
停裏、福浦駐在所手前、樽見小
学校跡、大成川・小成川・下久家・
久家各集会所

中泊埋立駐車場、西海支所、西
海保健センター、外泊・内泊・
船越・小浦・弓立・越田各集会
所

城の辺学習館、東海公民館、矢
の町第２・松本・蓮乗寺・敦盛
各集会所

僧都ふれあい交流館、緑基幹
集落センター、三島団地、愛
南町役場、山出・太場・豊田・
長野各集会所、中ノ谷・鼻共
同住宅横

中玉バス停跡、旧深浦漁協冷蔵
庫前、久良ふるさとセンター・
深浦公民館、小屋の浦・古月・
鯆越・脇本各集会所

馬場消防詰所横、和口町営住宅
駐車場、和口第二・馬瀬・深泥・
寺新町各集会所、節崎コミュニ
ティセンター

御荘菊川農村研修センター、御
荘文化センター、平山・長洲・
長崎・貝塚・八幡野各集会所

中浦漁村振興センター、御荘中
学校前、赤水コミュニティセン
ター、長月公民館、猿鳴・左右水・
尻貝・高畑各集会所

新聞・雑誌ダンボール等収集区分詳細

一般内科・救急病院連絡先のご案内

御荘 A

御荘 B

御荘 C

内海

一本松

西海 A

備考
１．診療時間は午前９時から午後４時まで。
２．診療科目は内科系の救急患者とします。

犬・猫の引取り
については、決められた時間
内に、認め印を持って環境衛
生課又は各支所まで連れて来
てください。なお、飼い犬・
飼い猫の場合は有料（愛媛県
収入証紙が必要）ですのでご
注意ください。
※10月の引取日は、7日、14日、
21日です。
問合せ

環境衛生課（TEL72-7316）

内海診療所
柏 TEL85-0341

県立南宇和病院
城辺甲 TEL72-1231

粉川ファミリークリニック
城辺甲 TEL72-2111

福岡内科外科医院
一本松 TEL84-3600

福浦診療所
福浦 TEL83-0510
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新聞・雑誌ダンボール等収集

城辺Ａ（10月の収集は23日）

新聞・雑誌ダンボール等収集

御荘Ｂ（10月の収集は6日）

新聞・雑誌ダンボール等収集

西海Ｂ（10月の収集は21日）

新聞・雑誌ダンボール等収集

一本松（10月の収集は15日）

育児相談「うみのこ広場」
●西海支所2階親子ふれあい交流室
　10：00～11：30

育児相談「みるく広場」
●一本松保健センター
　9：30～11：00

10月2日（金）

育児相談「みるく広場」
●一本松保健センター
　9：30～11：00

胃がん検診
●内海保健センター 7：00～8：30

病態栄養相談
●城辺保健福祉センター
　13：30～15：30 ※要事前申込み

胃がん検診
●網代消防倉庫前　7：00～7：15
●家串公民館　　　8：30～9：00

乳・子宮頸がん検診・骨粗鬆症検診
●御荘文化センター
　9：00～10：30、12：30～14：00

乳・子宮頸がん検診・骨粗鬆症検診
●御荘文化センター
　9：00～10：30、12：30～14：00

10月1日（木）

乳・子宮頸がん検診・骨粗鬆症検診
●御荘文化センター
　12：30～14：00

10月5日（月）

乳・子宮頸がん検診・骨粗鬆症検診
●御荘文化センター
　12：30～14：00

10月2日（金）

乳・子宮頸がん検診・骨粗鬆症検診
●城辺保健福祉センター
　9：00～10：30、12：30～14：00

乳・子宮頸がん検診・骨粗鬆症検診
●一本松保健センター
　12：30～14：00

乳・子宮頸がん検診・骨粗鬆症検診
●赤水公民館
　12：30～14：00

10月の主な行事予定
  3日（土）
　〃
  4日（日）
11日（日）
17日（土）
18日（日）
24日（土）
25日（日）
　〃

17：00～
8：30～16：00
9：30～15：00
8：30～17：00
10：00～14：00
8：30～15：00
10：00～15：30
9：00～12：30
10：00～14：00

JAZZ in 四国（愛南町）
第49回 南宇和郡中学校新人総合体育大会
愛南まるゴチ秋の味覚祭
第11回 スポーツフェスタ IN 愛南
であい ふれあい 愛南フェスタ2015
第11回 愛南町スポーツ少年大会ソフトボール競技
愛南サッカーフェスティバル2015 小学生女子の部
愛南サッカーフェスティバル2015 キッズの部
ふるさと一本松祭

御荘文化センター
南レク城辺球場ほか
レクザム愛南工場敷地内
南レク城辺球場ほか
一本松山村開発センター
南レク城辺多目的広場
南レク城辺球技場
南レク城辺球技場
一本松地域

消費生活相談員相談日
●御荘支所2階　9：00～16：00

消費生活相談員相談日
●御荘支所2階　9：00～16：00

消費生活相談員相談日
●御荘支所2階　9：00～16：00

スキューバダイビング交流会
●宇和海海域公園
　10：00～16：00

愛 - 1グランプリ2015
●南レク城辺多目的広場
　11：45～17：00

街道灯籠祭り愛南2015 
山街道をゆく
●山出・僧都地区
（山出憩いの里温泉周辺）
　15：00～灯籠が消えるまで

消費生活相談員相談日
●御荘支所2階　9：00～16：00

八朔相撲大会 
●緑ふれあい広場土俵
  14：00～21：00



ご家庭の
行事や用事の
メモとしても
ご利用ください。

1

8

15

22

29

2

9

16

23

30

6

13

20

27

SUN日曜日 MON月曜日 TUE火曜日 WED水曜日

7

14

21

28

敬老の日 国民の休日 秋分の日
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救急病院県立南宇和病院
当直医（一般内科）県立南宇和病院

救急病院県立南宇和病院
当直医（一般内科）県立南宇和病院

救急病院県立南宇和病院
当直医（一般内科）県立南宇和病院

救急病院県立南宇和病院
当直医（一般内科）福岡内科外科医院

救急病院県立南宇和病院
当直医（一般内科）粉川ファミリークリニック

救急病院県立南宇和病院
当直医（一般内科）福浦診療所

救急病院県立南宇和病院
当直医（一般内科）内海診療所

犬・猫の引取日
●環境衛生課又は各支所
　 8：30～9：50

犬・猫の引取日
●環境衛生課又は各支所
　 8：30～9：50

犬・猫の引取日
●環境衛生課又は各支所
　 8：30～9：50

犬・猫の引取日
●環境衛生課又は各支所
　 8：30～9：50

新聞・雑誌ダンボール等収集

御荘Ｃ（10月の収集は8日）
新聞・雑誌ダンボール等収集

内海（10月の収集は13日）

新聞・雑誌ダンボール等収集

西海Ａ（10月の収集は19日）

新聞・雑誌ダンボール等収集

城辺Ｂ（10月の収集は27日）

新聞・雑誌ダンボール等収集

御荘Ａ（10月の収集は2日）

新聞・雑誌ダンボール等収集

城辺Ｃ（10月の収集は29日）

犬犬犬・
●●環境環境
　 8：3

育児相談「みなみっ子」
●御荘夢創造館　9：30～11：30

育児相談「げんきっ子」
●内海保健センター
　10：00～11：30

乳・子宮頸がん検診・骨粗鬆症検診
●緑基幹集落センター
　12：30～14：00

乳・子宮頸がん検診・骨粗鬆症検診
●一本松保健センター
　12：30～14：00

胃がん検診
●城辺保健福祉センター
　7：00～8：30

育児相談「すくすく相談」
●城辺保健福祉センター
　 9：30～11：00

乳児健診
●城辺保健福祉センター
対象年齢
　H27年1月16日～3月31日生まれ
　（受付時間 12：50～13：20）

5歳児健診
●城辺保健福祉センター
対象年齢
　H22年6月1日～7月31日生まれ
　（受付時間 12：50～13：20）

乳・子宮頸がん検診・骨粗鬆症検診
●一本松保健センター
　12：30～14：00

乳・子宮頸がん検診・骨粗鬆症検診
●中浦交流館
　12：30～14：00

乳・子宮頸がん検診・骨粗鬆症検診
●久良ふるさとセンター
　12：30～14：00

２０１５年
平成２７年９月暮らしカレンダー

若者しごと相談会
●御荘支所2階 13：00～15：30

行政相談
●城の辺学習館ほか 13：00～15：00

愛媛スポレク祭2015 グラウンド・
ゴルフ競技愛南町予選会
●旧西海中学校グラウンド
   7：50～12：00第25回 どろんこサッカー大会

●篠山小学校体育館横の田
　9：00～15：00

スキューバダイビング交流会
●宇和海海域公園
　9：30～15：30
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　一本松交流促進センターで、四国西南地域から約 200 人が参加して
「第 32 回四国西南地区少年剣道大会」が行われました。
【大会結果は次のとおり ( 敬称略、本町選手の 3位入賞者のみ掲載 )】

【個人戦】

小学生低学年個人の部

 優勝 立花暖
は る と

大 ( 城辺子供剣道会 ) 　準優勝 大森 伯
は く

( 城辺子供剣道会 )

  3 位 宮﨑央
お う や

哉 ( 城辺子供剣道会 )

同高学年個人の部

 準優勝 安岡楓
ふ う わ

倭 ( 深浦スポーツ少年団会 ) 

  3 位 西山 響
ひびき

( 一本松剣道会 )

中学生男子の部  

 優勝 児島兼
け ん せ い

聖 ( 城辺中 )　3位 平田大
だ い な

和 ( 一本松中 ) 

【団体戦】

小学生低学年の部  優勝 城辺子供剣道会 A　準優勝 平城剣道会

同高学年の部        優勝 南宇和剣道会

中学生男子の部     優勝 一本松中　準優勝 城辺中

四国西南地区少年剣道大会
8/2

小学生個人戦入賞者

中学生男子団体戦優勝 一本松中

　広島県立総合体育館で開催された「第 39 回全関西ミニバスケットボール交歓大会」に、愛南ミニバスケッ

トボールクラブが愛媛県代表チームとして出場しました。

　攻守ともに鍛えられた愛南ミニバスケットボールクラブは、本大会で優勝した高木瀬(佐賀県)に予選リー

グで善戦するなど、西日本の強豪が集まる大舞台でその実力を十分に発揮しました。

愛南ミニバスケットボールクラブが愛媛県代表チームとして大活躍
8/14～ 16 

　7月 26 日、御荘長崎の御荘湾で「第 36 回 B&G スポー

ツ大会 愛媛県大会 マリンスポーツ部門大会」が開催され、

県内の B&G 海洋センターや B&G 海洋クラブに所属する

子どもたちが、ローボートやシングルカヌー、OPディン

ギーの3種目で記録を競いました。本町からは小学生8人、

中学生 4人が出場し、好成績を収めました。

　また、8月 6日、7日に香川県小豆島で開催された「B&G

四国ブロックマリンスポーツ交流大会」には本町から 4人が参加し、カヌーの部 ( 女子 ) で、

立石栞
し お り

理さん ( 平城小 6年 ) が 1 位、牧野穂
ほ な つ

夏さん ( 城辺小 5年 ) が 2 位になるなど、愛南町

勢が大活躍しました。

マリンスポーツ頑張ってます !

立石栞理さん ( 写真右 ) と牧野穂夏さん
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　御荘中学校体育館で「第 19 回愛南バレーボールナイターリーグ大会」

が開催され、参加した 9チームが優勝を懸けて熱い戦いを繰り広げました。

　優勝は、愛南町役場チームに足元をすくわれて全勝こそ逃したものの、

大会をとおして安定した試合運びをした南宇和クラブでした。
【大会結果は次のとおり ( 優勝、準優勝のみ掲載 )】

優勝 南宇和クラブ　準優勝 MTB

バレーボールで真剣勝負
7/13～ 31 

愛南テニスクラブの皆さん

愛南テニスクラブ ( 女子 ) が
2年ぶりの南予王者

7/19

　テニスの「南予クラブ対抗戦」が大洲総合運

動公園テニスコートで行われ、小雨が降る蒸し

暑いコンディションの中、熱戦が繰り広げられ

ました。

　大会には、男子 14、女子 6のクラブチーム

が出場し、女子の部では本町の愛南テニスクラ

ブが頂点に立ちました。

優勝 南宇和クラブ

愛南サッカーフェスティバル
7/18・19、8/1・2

　南レク城辺公園芝球技場ほかで「愛南サッカーフェスティバル2015」が行われました。小学生の部(7/18、

19) は、台風 11 号の影響で不参加のチームがあったため順位を決めない交流戦を実施し、4年生以下の部

13 チーム、6年生以下の部の 18 チームが、2日間でそれぞれ 4試合を戦いました。

　また、中学生の部 (8/1、2) には中学 2年生以下の 18 チームが参加しました。本町関係では、本大会優

勝の大洲北中と引き分けるなど、予選リーグを無敗で終えながら得失点差で 2位グループに回った城辺中

学校の 5位が最高成績でした。

小学生の部 中学生の部
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　清水鼓哲くん ( 御荘中 3年 ) が徳島県で開催された四国中

学総体に出場し、100m 自由形で優勝しました。清水くんの

今後ますますの活躍が期待されます。

【清水くんの県、四国中学総体での成績は次のとおり】

県中学総体 (7/19 ～ 20、松山市アクアパレット )
50m 自由形    1 位 25 秒 44
100m 自由形  1 位 55 秒 74
四国中学総体 (8/2、JA バンクちょきんぎょプール）
50m自由形    3 位 25 秒 91
100m 自由形  1 位 55 秒 98

清水鼓
こ て つ

哲くん、四国チャンピオンに

　7月 19 日から 6日間開催された愛媛県中学総体で、女子剣道・相撲の団体戦を制した城辺中学校女

子剣道部と御荘中学校相撲クラブが、全国中学校体育大会を前に清水雅
まさ ふ み

文町長を表敬訪問しました。

　※全国中学校体育大会は、剣道が秋田県秋田市で 8月 22 日～ 24 日、相撲が青森県十和田市で 8月

22 日～ 23 日の日程で開催されました。

全国大会での活躍を誓い、町長を表敬訪問
8/18

城辺中女子剣道部
県中学総体の決勝戦で勝山中 ( 松山市 ) との息詰まる接戦を制し
て 6連覇を達成しました。

御荘中相撲クラブ
土居佑

ゆ う や

也くん ( 写真左端 ) は、県中学総体に続き、四国中学総体
でも個人戦優勝を果たしました。

　中道穂
ほ の か

香さん ( 御荘中 3 年 ) が、ロシアのソチで

開催される障害者水泳大会「2015IWAS(International 

Wheelchair & Amputee Sports) 大会 (9/29 ～ 10/2)」の自

由形と背泳ぎの選手として日本代表に選出されました。

　「練習は厳しいけど、好タイムが出せたときはすごく

達成感がある。水泳は個人競技だけど、仲間と支え合

いながら練習や試合に臨めるのがいいところ」と話す

中道さんは、大舞台でのレースを控え、日々猛練習を

積んでいます。

　「初めての世界大会は緊張すると思うけど、大

きな舞台を経験してライバルたちと共に成長し、

東京パラリンピック出場をめざします」と意気

込みを話してくれました。

世界ではばたけ
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ご冥福をお祈りします。

※上記情報は、広報誌掲載に対して、
ご家族等に同意をいただいております。
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愛なん食育推進 愛なん「四季」の旬レシピ 第63 回 18

ヒオウギ貝は、由良半島の波の穏やかな内湾で育てられています。紫や
赤、黄色など色鮮やかな殻を持つヒオウギ貝は、愛南町が生産量日本一を
誇ります。

使用している愛南産の農水産物「ヒオウギ貝」

ごぼう、にんじんはせん切りに、ごぼうは
水に浸してあくを抜く。

唐辛子は種をとり、小口切りにしておく。

ヒオウギ貝は酒蒸しにして、黒いところを
取り除き、食べやすい大きさに切っておく。

サラダ油を熱し、ごぼうを炒める。塩少々
を入れ、にんじんを加えて炒める。

④に火が通ったら、③のヒオウギ貝を入れ
て、唐辛子、Aの調味料を加える。

最後にすりごまを入れる。

■編集・発行

愛南町役場 総務課 〒798-4196 愛媛県南宇和郡愛南町城辺甲 2420 番地 TEL(0895)72-1211 FAX(0895)72-1214
http://www.town.ainan.ehime.jp/

編集後記
8月も下旬になると、朝晩は少し過ごしやすくなりました。

　とはいえ、日中はまだまだ日差しが強く、熱中症対策など、暑さへの備

えは取材時も怠れません。

　猛暑日が続く中、今年も町内で様々なイベントが行われました。中でも、

内海地域と西海地域での、数年間途絶えていた夏祭りの開催は、地元に熱

気と活力をもたらしたのではないでしょうか。

　途絶えていたものを再開させる労力は並大抵のことではなかったと思い

ますが、夏祭りに参加された皆さんの生き生きとした表情が、“夏祭り復

活”の大成功を語っていると感じました。

作り方

～愛なん食育レシピ集より～

①

②

③

○食改
さんの

声

ヒオウ
ギ貝を

中心に
使

用した
産地な

らでは
の

美味し
いきん

ぴらで

す。

ヒオウギ入りきんぴら

④

⑥

愛南町の世帯数と人口
平成 27 年 8 月 1日現在

10,706 戸
23,255人
10,933人
12,322人

世帯数

人口

男

女

（＋5世帯）

（ー7人）

（ー5人）

（ー2人）
※( ) 内は前月比

●愛南町の
高齢化率

● 10 年前
同月の人口

37.8％

28,212 人

そもそも「食育」とは?

①生きる上での基本であって、知育、徳育及び体育の基礎となるべ

きもの

②様々な経験を通じて「食」に関する知識と「食」を選択する力を

習得し、健全な食生活を実践することができる人間を育てること

つまり、私たちの心も身体も「食」の上に成り立っているというこ

とです。

⑤

栄養価 (1 人分 )
エネルギー
たんぱく質
脂質
カルシウム
塩分

146kcal
6.9g
5.9g

118mg
1.5g

6 個
220g
50g

大さじ 3

大さじ 1と 2/3
小さじ 2
大さじ 1

大さじ 1と 1/3
小さじ 2
少々
1/3 本

小さじ 2

〈材料（4人分）〉
ヒオウギ貝
ごぼう
にんじん
すりごま
　　濃口しょうゆ
　　
　　みりん
　　だし汁
　　砂糖
　　酒
　　塩
唐辛子
サラダ油

｛A

そもそも「食育」とは?

食育アカデミー
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